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１．概要（Summary） 

近年、高度情報化社会に向けて従来のコンピュータよ

り高速に計算処理が可能と言われる量子コンピュータの

開発が世界中で進められている。 

量子コンピュータに用いられる希釈冷凍機に対して、冷

却される量子コンピュータチップは小さい。そこで、量子コ

ンピュータを普及させる上で希釈冷凍機の小型化が求め

られる。 

本検討では、希釈冷凍機の中でも最も重要な部分であ

る熱交換器をマイクロ流体デバイスで作製することを目指

す。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

両面マスクアライナ、CCP-RIE 装置、DEEP-RIE 装置、

FE-SEM(S-4800)、ダイシングソー、プラズマリアクター 

【実験方法】 

ダイシングソーでカットしたシリコンウェハを洗浄・プラズ

マ処理し、レジストを塗布する。リソグラフィでパターニング

後、DEEP-RIE で深掘りエッチングして流路パターンを

作製した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

今回、目的としていたマイクロ流体デバイスの作製に成

功した。Fig. 1に DEEP-RIEで深掘りエッチングしたパタ

ーンを示した。今後、作製したデバイスの評価を行い改良

していく。 

 

 

Fig. 1 (a) SEM image of the microfluidic device,  
(b) an enlarged image of the part surrounded by  
the red frame in (a). 
 
４．その他・特記事項（Others） 

装置を使用するにあたり、早稲田大学ナノライフ創新研

究機構 水野潤 研究院教授に多くのご助言を得ましたこ

とに感謝いたします。 
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